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みみみみみんんんんんんんんんんな 広場場なななな 広広のの
ほけん事業予定表（８月）

事業名 実施日 時間 対象者 場所・内容等

８月20日（金）のびのび広場

新型コロナ
ウイルス
ワクチン
予防接種

未入園児と
保護者

16歳以上の
希望される方

※予約制です。指定された日時に
　お越し下さい。

10：00～
　11：00

９:00～
　  12:00
13:00～
　  16:00

○場所：曽爾保育園
○内容：夏に気をつけることなど
○スタッフ：保育士、保健師

８月25日（水）食生活改善
推進員会

食生活改善
推進員

9：30～
　11：00

○場所：曽爾村振興センター
○内容：学習会「こどものおやつ」
○講師：奥田 のぶ子栄養士

８月19日（木）健康
ウオーキング どなたでもOK９：00集合

○集合場所：曽爾村役場
○行き先：布引の滝から落合まで

○場所：旧下曽爾小学校体育館
○持ち物：接種券、予診票、
　　　　 健康保険証、案内通知

善  意  寄  附  金

８月  ２日(月)

13日(金)

30日(月)

休 診
休 診
休 診

午 前

【医科】

曽爾村国民健康保険診療所

午 後

８月診療変更のお知らせ

ご結婚おめでとうございます

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます

曽爾村ぬるべの郷夏まつりの中止について

医師都合により、下記のとおり休診となります。

【歯科】歯科医師都合により、８月12日（木）～17日（火）
は休診となります。

通常どおりの診療

休 診
通常どおりの診療
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1,391人
（＋4 ）

（＋1 ）

（＋3 ）

（＋4 ）
世帯数 686世帯

大字別の人口・世帯数
人口
175

107

167

121

187

90

119

99

326

（±0）

（＋1）

（±0）

（±0）

（±0）

（＋2）

（±0）

（±0）

（＋1）

97

56

80

49

89

47

53

56

159

（±0）

（＋1）

（±0）

（±0）

（±0）

（＋2）

（±0）

（±0）

（＋1）

世帯
山　粕

　掛

長　野

小長尾

今　井

塩　井

　葛

太良路

伊賀見

644人

747人

人口

男

女

８月号

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）
カラオケ
手 芸
陶 芸
舞 踊

第1・第3
月1回
第4
第2・第4

㊍
㊎
㊌
㊋

７月３日
７月５日

７月７日

大字掛
大字伊賀見

平畠勇次郎
内田　孝志

さん
さん
（94歳）
（70歳）

13:00～
　  15:00
（受付時間）

８月６日（金）
     ７日（土）

８月９日（月・休）

乳がん・
子宮がん検診

乳がん
40歳以上の女性
子宮がん
20歳以上の女性
 ただし昨年受けて
 いない方

○場所：老人福祉センター
※申し込まれた方には案内通知、
　問診票を送付しています。

※雨天の場合は中止です。
※暑さ対策を各自お願いします。

（ ）

真帆の笑顔が私たちの一番の宝物です！
父・母・ばぁば・ひぃばぁより

大
字
今
井

石
之
真
帆
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
８
月
18
日
生

ま  

ほ

大字塩井
横 浜 市

田中　岐翔さん
竹澤　葉子 さん

◯亡父　勇次郎さんの生前のご厚情に対し
　平畠　廣道さんより　金一封
◯亡弟　孝志さんの生前のご厚情に対し
　内田　忠博さんより　金一封
尊い善意をお寄せくださいまして、
誠にありがとうございました。

月１日発行　通巻 598 号

2021
（令和３年）

８
そ に

令広報曽爾　２０２1年（令

　令和３年8月14日に予定しておりました曽爾村ぬる
べの郷夏まつりは、新型コロナウイルスの感染拡大の
影響を鑑み、中止とさせていただくこととなりました。
多くの方が楽しみにされていたと思いますがご理解ご
協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ　曽爾村夏まつり実行委員会事務局
　　　　　　　（曽爾村役場  企画課内）　☎ 0745-94-2106

お知

みん
ほけ

国民
大学
ス等花いっぱい運動の一環として、７月５日に学童保育で

マリーゴールドを植えました。一人一人が役割を持ち、
みんなで力を合わせて綺麗に植えることができました。

学童保育で花いっぱい運動

16広報  曽爾  令和３年８月号



工
事
が
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
建
築
工
事
、
大
規
模
土

木
工
事
に
つ
い
て
は
既
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
委
託
を
し
な
が
ら
、
村
単
工
事
な
ど
小
規

模
な
工
事
や
、
職
員
が
対
応
で
き
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
職
員
が
対
応
し
、
ま
た
、
委
託
し
て

も
現
場
に
赴
き
、
地
元
、
受
益
者
と
請
負
業
者

と
の
調
整
な
ど
、
事
業
、
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

問
題
な
く
完
了
す
る
よ
う
監
理
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
、技
術
系
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
募
集
も
行
い
、
技
術
系
職
員
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
東
口
敏
哉
議
員

　
　

③
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

　

今
日
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
就
学

前
の
無
償
化
が
全
国
的
に
広
が
り
、
小
学
６
年

生
、
中
学
３
年
生
、
そ
し
て
近
年
で
は
対
象
を

高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢

は
、
15
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

■
田
中
稔
一
議
員

　
　

①
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新
設
改

良
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新

設
改
良
事
業
概
略
設
計
業
務
の
委
託
料
と
し

て
、
３
３
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
務
の
成
果
報
告
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
な
ど
、

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
の
曽
爾
村
過
疎
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
大
字
か
ら
の
要

望
書
に
つ
い
て
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
新
設
改
良

工
事
を
屏
風
岩
公
苑
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
計

画
に
盛
り
込
み
、
早
期
に
事
業
化
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

①（
芝
田
村
長
）

　

屏
風
岩
公
苑
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
過
去
か
ら
村
道
小
長
尾
線
や
村
道
長
野
室

生
線
の
拡
幅
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や
モ
ノ
レ
ー
ル

と
い
っ
た
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
型
バ
ス

駐
車
場
か
ら
村
道
松
ヶ
久
保
線
に
接
続
す
る
こ

と
が
一
番
の
方
策
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
法
線
に
な
る
の
か
、
事
業
費

が
い
く
ら
に
な
る
の
か
な
ど
を
調
査
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
に
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道

路
の
概
略
設
計
調
査
業
務
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
概
略
設
計
を
基

に
、
地
元
説
明
を
行
い
、
更
に
検
討
を
加
え
な

が
ら
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
財
源
と
し

て
は
、「
新
過
疎
法
」
の
計
画
に
盛
り
込
み
な

が
ら
、
そ
の
適
用
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

地
元
の
議
員
と
し
て
更
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
田
中
稔
一
議
員

　
　

②
災
害
復
旧
工
事
に
お
け
る
設
計
業
務
及

び
技
術
系
職
員
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
工
事
の
設
計
業
務
（
測
量
・
図
面

の
作
成
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
工
事
に

つ
い
て
測
量
設
計
会
社
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
規
模
に
よ
り
業
者
委
託
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

加
え
て
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
災

害
査
定
や
工
事
発
注
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
、
現
場
で
発
生
し
た
課
題
の
処
理
や
関
係
機

関
と
の
協
議
、
地
元
調
整
な
ど
、
職
員
の
業
務

負
担
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
担
当

課
の
職
員
は
発
注
さ
れ
る
設
計
業
務
に
つ
い

て
、
直
接
測
量
か
ら
設
計
、
工
事
発
注
、
工
事

監
理
の
全
て
に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　

災
害
復
旧
工
事
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
地

域
建
設
課
に
専
門
性
の
あ
る
技
術
系
職
員
（
設

計
士
）
を
雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

②（
芝
田
村
長
）

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
、

そ
の
年
に
被
災
し
た
箇
所
は
被
災
後
す
ぐ
に
災

害
報
告
し
、
測
量
設
計
、
査
定
を
受
け
、
本
復

旧
工
事
に
な
る
手
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害

の
多
い
時
は
担
当
課
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
経

験
の
あ
る
職
員
を
応
援
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
専
門
的
な
測
量
、
設
計
が
必
要
な

災
害
に
つ
い
て
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

業
務
委
託
（
測
量
、
設
計
、
監
理
）
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
、
担
当
職
員
が
測
量
か
ら
設
計
、
工
事

監
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
過
去

か
ら
土
木
や
建
築
の
技
術
系
の
職
員
の
採
用
は

し
て
お
ら
ず
、
担
当
職
員
は
先
輩
か
ら
の
指
導

や
、
自
ら
の
勉
強
な
ど
に
よ
り
業
務
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
県
土
木
や
市
町
村
の
多
く
は
、技
術

系
の
職
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、建
築

は
勿
論
の
こ
と
、道
路
の
新
設
や
改
良
な
ど
の

土
木
工
事
に
つ
い
て
も
、測
量
か
ら
工
事
監
理

ま
で
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
い
る

議
会
だ
よ
り

問
い

答
弁

成
26
年
４
月
医
療
分
か
ら
は
自
己
負
担
が
な
く

な
り
、
医
療
費
（
保
険
医
療
が
適
用
さ
れ
る
医

療
費
）
の
無
償
化
を
中
学
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
市
町
村
も
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
と

健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
を

無
償
化
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
対
象
年
齢
を
15
歳
か
ら
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
、
制
度
の
拡
充
を
図
ら
れ
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
対
象
年
齢
の
拡
大

に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

③（
芝
田
村
長
）

　

本
村
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
、
子
育
て
支
援

の
た
め
に
医
療
費
の
無
償
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
を
、
中
学
生
（
15
歳
）
ま
で
拡
充
し
、

通
院
で
５
０
０
円
、
入
院
で
１
，０
０
０
円
ま

で
の
負
担
と
す
る
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
子
育
て
支
援
を
更
に

進
め
る
た
め
に
、
こ
の
負
担
を
な
く
し
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
と
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
拡
充
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

私
も
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
県
内
で

は
既
に
８
市
町
村
が
18
歳
ま
で
拡
充
し
て
い

ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険
の
県
単

位
化
が
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
県
内

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
条
件
に
な
る
こ
と

問
い

問
い

田中議員

か
ら
、
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
も
県
内
自

治
体
で
の
統
一
し
た
制
度
と
し
て
実
施
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
会
、
町
村
会
に

お
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
統
一
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
情
報
交

換
、
議
論
し
な
が
ら
、
令
和
６
年
度
の
国
保
の

県
単
位
化
に
合
わ
せ
、
県
内
全
自
治
体
で
の
統

一
が
図
ら
れ
、
拡
充
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
東
口
敏
哉
議
員

　
　

④
児
童
生
徒
の
検
定
料
（
英
語
検
定
等
）

助
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

曽
爾
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
目
標
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
験
と
国
語
や
英

語
の
学
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
「
日
本
漢
字

能
力
検
定
」（
漢
検
）
の
検
定
料
の
補
助
、
７

年
生
か
ら
９
年
生
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
「
中

学
校
日
本
英
語
検
定
」（
英
検
）
の
検
定
料
を

補
助
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

各
種
検
定
料
助
成
金
交
付
事
業
と
し
て
、
全

て
の
学
力
の
基
礎
と
な
る
漢
検
、
国
際
化
社
会

の
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
の

英
検
、
更
に
数
検
な
ど
、
検
定
試
験
を
活
用
し

た
自
治
体
の
取
組
は
、
今
後
、
全
国
に
普
及
す

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

曽
爾
村
に
お
け
る
児
童
、
生
徒
の
検
定
料
の

助
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い

て
取
り
組
ま
れ
て
い
く
の
か
、
基
本
的
な
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

④（
尾
上
教
育
長
）

　

曽
爾
小
中
学
校
後
期
課
程
で
は
、
毎
年
「
英

答
弁

検
」
を
受
験
す
る
生
徒
が
い
ま
す
。
英
検
は
、

学
校
な
ど
か
ら
団
体
で
受
験
を
申
し
込
む
と
学

校
を
試
験
会
場
と
し
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
曽
爾
小
中
学
校
で
は
、
今
ま

で
に
も
学
校
で
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
英

検
の
検
定
料
は
、団
体
で
受
験
す
る
と
５
級
（
中

学
初
級
程
度
）
で
２
，５
０
０
円
、
４
級
（
中

学
中
級
程
度
）
で
２
，９
０
０
円
、
３
級
（
中

学
卒
業
程
度
）
で
４
，８
０
０
円
で
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
英
検
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、

英
語
学
習
の
大
き
な
目
標
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
英
検
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
大
き

な
自
信
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育

効
果
を
期
待
し
て
学
校
で
は
受
験
を
勧
め
て

き
ま
し
た
。

　

英
検
は
、
生
徒
の
誰
も
が
受
験
で
き
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
英
検
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
は
、
生
徒
の
英
語
力
及
び
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
る
上
で
大
き
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
英
検
・
漢
検
は
、
公
益

性
が
認
め
ら
れ
た
公
益
財
団
法
人
の
主
催
で
も

あ
り
、
世
の
中
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
検
定
試
験

で
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
け
ば
、
受
験
す

る
生
徒
を
支
援
・
応
援
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

く
、
受
験
者
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
補
助

が
で
き
れ
ば
保
護
者
の
教
育
費
負
担
の
軽
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

英
検
の
試
験
は
、
３
級
で
年
３
回
あ
り
ま
す

が
、
補
助
金
の
交
付
は
「
生
徒
一
人
当
た
り
同

一
年
度
内
１
回
」
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
期
に
補
助
が
で
き
る
よ
う
「
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
制
定
し
て
実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま
い

問
い

答
弁

答
弁

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
漢
検
に
つ
い
て
は
、
現
在
曽
爾
小
中

学
校
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
検
定
試
験
は

基
本
的
に
個
人
や
学
校
の
判
断
が
大
切
で
あ

り
、
決
し
て
無
理
に
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
で
漢
字
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
り
、
学
校
を
会
場
に
団
体
受
験
が
で
き
る
状

況
に
な
れ
ば
、
英
検
と
同
じ
よ
う
に
受
験
者
へ

の
補
助
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
宇
山
充
志
議
員

　
　

⑤
曽
爾
村
消
防
団
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て消

防
団
員
の
減
少
と
と
も
に
、
各
消
防
団
各

部
の
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
か
ら
曽
爾
村
消
防
団
組
織
改
善
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
会
に
お
い
て
様
々
な

議
論
を
さ
れ
、
平
成
31
年
４
月
に
建
議
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
建
議
に
基
づ
き
、

曽
爾
村
消
防
団
組
織
編
成
の
改
善
に
向
け
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

第
３
分
団
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
葛
部

と
太
良
路
部
が
、
ま
た
、
本
年
度
よ
り
葛
部
と

太
良
路
部
、
伊
賀
見
部
の
３
部
が
合
同
で
活
動

問
い

東口議員宇山議員

６
月
定
例
会
一
般
質
問

23 広報  曽爾  令和３年８月号広報  曽爾  令和３年８月号



工
事
が
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
建
築
工
事
、
大
規
模
土

木
工
事
に
つ
い
て
は
既
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
委
託
を
し
な
が
ら
、
村
単
工
事
な
ど
小
規

模
な
工
事
や
、
職
員
が
対
応
で
き
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
職
員
が
対
応
し
、
ま
た
、
委
託
し
て

も
現
場
に
赴
き
、
地
元
、
受
益
者
と
請
負
業
者

と
の
調
整
な
ど
、
事
業
、
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

問
題
な
く
完
了
す
る
よ
う
監
理
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
、技
術
系
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
募
集
も
行
い
、
技
術
系
職
員
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
東
口
敏
哉
議
員

　
　

③
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

　

今
日
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
就
学

前
の
無
償
化
が
全
国
的
に
広
が
り
、
小
学
６
年

生
、
中
学
３
年
生
、
そ
し
て
近
年
で
は
対
象
を

高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢

は
、
15
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

■
田
中
稔
一
議
員

　
　

①
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新
設
改

良
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新

設
改
良
事
業
概
略
設
計
業
務
の
委
託
料
と
し

て
、
３
３
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
務
の
成
果
報
告
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
な
ど
、

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
の
曽
爾
村
過
疎
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
大
字
か
ら
の
要

望
書
に
つ
い
て
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道
路
新
設
改
良

工
事
を
屏
風
岩
公
苑
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
計

画
に
盛
り
込
み
、
早
期
に
事
業
化
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

①（
芝
田
村
長
）

　

屏
風
岩
公
苑
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
過
去
か
ら
村
道
小
長
尾
線
や
村
道
長
野
室

生
線
の
拡
幅
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や
モ
ノ
レ
ー
ル

と
い
っ
た
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
型
バ
ス

駐
車
場
か
ら
村
道
松
ヶ
久
保
線
に
接
続
す
る
こ

と
が
一
番
の
方
策
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
法
線
に
な
る
の
か
、
事
業
費

が
い
く
ら
に
な
る
の
か
な
ど
を
調
査
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
に
屏
風
岩
公
苑
ア
ク
セ
ス
道

路
の
概
略
設
計
調
査
業
務
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
概
略
設
計
を
基

に
、
地
元
説
明
を
行
い
、
更
に
検
討
を
加
え
な

が
ら
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
財
源
と
し

て
は
、「
新
過
疎
法
」
の
計
画
に
盛
り
込
み
な

が
ら
、
そ
の
適
用
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

地
元
の
議
員
と
し
て
更
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
田
中
稔
一
議
員

　
　

②
災
害
復
旧
工
事
に
お
け
る
設
計
業
務
及

び
技
術
系
職
員
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
工
事
の
設
計
業
務
（
測
量
・
図
面

の
作
成
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
工
事
に

つ
い
て
測
量
設
計
会
社
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
規
模
に
よ
り
業
者
委
託
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

加
え
て
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
災

害
査
定
や
工
事
発
注
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
、
現
場
で
発
生
し
た
課
題
の
処
理
や
関
係
機

関
と
の
協
議
、
地
元
調
整
な
ど
、
職
員
の
業
務

負
担
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
担
当

課
の
職
員
は
発
注
さ
れ
る
設
計
業
務
に
つ
い

て
、
直
接
測
量
か
ら
設
計
、
工
事
発
注
、
工
事

監
理
の
全
て
に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　

災
害
復
旧
工
事
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
地

域
建
設
課
に
専
門
性
の
あ
る
技
術
系
職
員
（
設

計
士
）
を
雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
村
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

②（
芝
田
村
長
）

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
、

そ
の
年
に
被
災
し
た
箇
所
は
被
災
後
す
ぐ
に
災

害
報
告
し
、
測
量
設
計
、
査
定
を
受
け
、
本
復

旧
工
事
に
な
る
手
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害

の
多
い
時
は
担
当
課
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
経

験
の
あ
る
職
員
を
応
援
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
専
門
的
な
測
量
、
設
計
が
必
要
な

災
害
に
つ
い
て
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

業
務
委
託
（
測
量
、
設
計
、
監
理
）
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
、
担
当
職
員
が
測
量
か
ら
設
計
、
工
事

監
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
過
去

か
ら
土
木
や
建
築
の
技
術
系
の
職
員
の
採
用
は

し
て
お
ら
ず
、
担
当
職
員
は
先
輩
か
ら
の
指
導

や
、
自
ら
の
勉
強
な
ど
に
よ
り
業
務
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
県
土
木
や
市
町
村
の
多
く
は
、技
術

系
の
職
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、建
築

は
勿
論
の
こ
と
、道
路
の
新
設
や
改
良
な
ど
の

土
木
工
事
に
つ
い
て
も
、測
量
か
ら
工
事
監
理

ま
で
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
い
る

議
会
だ
よ
り

問
い

答
弁

成
26
年
４
月
医
療
分
か
ら
は
自
己
負
担
が
な
く

な
り
、
医
療
費
（
保
険
医
療
が
適
用
さ
れ
る
医

療
費
）
の
無
償
化
を
中
学
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
市
町
村
も
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
と

健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
を

無
償
化
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
対
象
年
齢
を
15
歳
か
ら
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
、
制
度
の
拡
充
を
図
ら
れ
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
対
象
年
齢
の
拡
大

に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

③（
芝
田
村
長
）

　

本
村
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
、
子
育
て
支
援

の
た
め
に
医
療
費
の
無
償
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
を
、
中
学
生
（
15
歳
）
ま
で
拡
充
し
、

通
院
で
５
０
０
円
、
入
院
で
１
，０
０
０
円
ま

で
の
負
担
と
す
る
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
子
育
て
支
援
を
更
に

進
め
る
た
め
に
、
こ
の
負
担
を
な
く
し
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
と
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
拡
充
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

私
も
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
県
内
で

は
既
に
８
市
町
村
が
18
歳
ま
で
拡
充
し
て
い

ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険
の
県
単

位
化
が
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
県
内

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
条
件
に
な
る
こ
と

問
い

問
い

田中議員

か
ら
、
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
も
県
内
自

治
体
で
の
統
一
し
た
制
度
と
し
て
実
施
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
会
、
町
村
会
に

お
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
統
一
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
情
報
交

換
、
議
論
し
な
が
ら
、
令
和
６
年
度
の
国
保
の

県
単
位
化
に
合
わ
せ
、
県
内
全
自
治
体
で
の
統

一
が
図
ら
れ
、
拡
充
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
東
口
敏
哉
議
員

　
　

④
児
童
生
徒
の
検
定
料
（
英
語
検
定
等
）

助
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

曽
爾
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
目
標
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
験
と
国
語
や
英

語
の
学
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
「
日
本
漢
字

能
力
検
定
」（
漢
検
）
の
検
定
料
の
補
助
、
７

年
生
か
ら
９
年
生
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
「
中

学
校
日
本
英
語
検
定
」（
英
検
）
の
検
定
料
を

補
助
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

各
種
検
定
料
助
成
金
交
付
事
業
と
し
て
、
全

て
の
学
力
の
基
礎
と
な
る
漢
検
、
国
際
化
社
会

の
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
の

英
検
、
更
に
数
検
な
ど
、
検
定
試
験
を
活
用
し

た
自
治
体
の
取
組
は
、
今
後
、
全
国
に
普
及
す

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

曽
爾
村
に
お
け
る
児
童
、
生
徒
の
検
定
料
の

助
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い

て
取
り
組
ま
れ
て
い
く
の
か
、
基
本
的
な
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

④（
尾
上
教
育
長
）

　

曽
爾
小
中
学
校
後
期
課
程
で
は
、
毎
年
「
英

答
弁

検
」
を
受
験
す
る
生
徒
が
い
ま
す
。
英
検
は
、

学
校
な
ど
か
ら
団
体
で
受
験
を
申
し
込
む
と
学

校
を
試
験
会
場
と
し
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
曽
爾
小
中
学
校
で
は
、
今
ま

で
に
も
学
校
で
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
英

検
の
検
定
料
は
、団
体
で
受
験
す
る
と
５
級
（
中

学
初
級
程
度
）
で
２
，５
０
０
円
、
４
級
（
中

学
中
級
程
度
）
で
２
，９
０
０
円
、
３
級
（
中

学
卒
業
程
度
）
で
４
，８
０
０
円
で
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
英
検
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、

英
語
学
習
の
大
き
な
目
標
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
英
検
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
大
き

な
自
信
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育

効
果
を
期
待
し
て
学
校
で
は
受
験
を
勧
め
て

き
ま
し
た
。

　

英
検
は
、
生
徒
の
誰
も
が
受
験
で
き
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
英
検
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
は
、
生
徒
の
英
語
力
及
び
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
る
上
で
大
き
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
英
検
・
漢
検
は
、
公
益

性
が
認
め
ら
れ
た
公
益
財
団
法
人
の
主
催
で
も

あ
り
、
世
の
中
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
検
定
試
験

で
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
け
ば
、
受
験
す

る
生
徒
を
支
援
・
応
援
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

く
、
受
験
者
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
補
助

が
で
き
れ
ば
保
護
者
の
教
育
費
負
担
の
軽
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

英
検
の
試
験
は
、
３
級
で
年
３
回
あ
り
ま
す

が
、
補
助
金
の
交
付
は
「
生
徒
一
人
当
た
り
同

一
年
度
内
１
回
」
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
期
に
補
助
が
で
き
る
よ
う
「
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
制
定
し
て
実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま
い

問
い

答
弁

答
弁

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
漢
検
に
つ
い
て
は
、
現
在
曽
爾
小
中

学
校
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
検
定
試
験
は

基
本
的
に
個
人
や
学
校
の
判
断
が
大
切
で
あ

り
、
決
し
て
無
理
に
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
で
漢
字
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
り
、
学
校
を
会
場
に
団
体
受
験
が
で
き
る
状

況
に
な
れ
ば
、
英
検
と
同
じ
よ
う
に
受
験
者
へ

の
補
助
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
宇
山
充
志
議
員

　
　

⑤
曽
爾
村
消
防
団
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て消

防
団
員
の
減
少
と
と
も
に
、
各
消
防
団
各

部
の
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
か
ら
曽
爾
村
消
防
団
組
織
改
善
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
会
に
お
い
て
様
々
な

議
論
を
さ
れ
、
平
成
31
年
４
月
に
建
議
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
建
議
に
基
づ
き
、

曽
爾
村
消
防
団
組
織
編
成
の
改
善
に
向
け
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

第
３
分
団
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
葛
部

と
太
良
路
部
が
、
ま
た
、
本
年
度
よ
り
葛
部
と

太
良
路
部
、
伊
賀
見
部
の
３
部
が
合
同
で
活
動

問
い

東口議員宇山議員

６
月
定
例
会
一
般
質
問
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し
て
お
り
、
各
大
字
の
自
主
防
災
組
織
も
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
更
に
消
防
団
員
の
獲
得
が

厳
し
く
な
り
、
結
果
、
各
分
団
に
お
い
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
消
防
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
大
字
の

負
担
も
大
き
く
経
済
支
援
も
含
め
更
な
る
改
革

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
村
民

の
み
な
さ
ん
も
今
後
の
消
防
団
運
営
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
大
変
興
味
の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
お
伝
え
し
て
い
く
べ
き
だ
と
も
考

え
ま
す
。

　

現
在
、
建
議
書
に
基
づ
き
改
善
施
策
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
変
更
点
、

課
題
点
、
進
捗
状
況
も
含
め
、
今
後
曽
爾
村
と

し
て
消
防
団
運
営
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
ど
う
い
っ
た
形
で
消
防
団
を
組
織
し
て
い

く
の
か
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

⑤（
芝
田
村
長
）

　

消
防
署
の
創
設
、
若
者
人
口
の
減
少
な
ど
社

会
情
勢
の
変
化
や
消
防
機
材
の
発
達
な
ど
に
よ

り
、
今
後
の
消
防
団
の
体
制
と
運
営
を
考
え
、

平
成
16
年
に
分
団
の
統
合
を
行
い
、
９
分
団
か

ら
３
分
団
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
分
団
の
拠
点
施
設
を
平
成
18
年
に
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

分
団
の
組
織
統
合
は
し
た
も
の
の
、
運
営
自

体
は
以
前
の
９
分
団
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
に
「
曽
爾
村
消
防
団

組
織
改
善
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
消

防
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
31
年
４
月
に
組
織
改
善
協
議
会
か
ら
建
議

書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
建
議

書
に
基
づ
き
計
画
的
に
改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

一
番
重
要
な
の
は
、
各
大
字
の
消
防
団
会
計

を
廃
止
し
、
分
団
の
会
計
を
一
本
化
す
る
こ
と
、

ま
た
大
字
ご
と
の
部
を
な
く
し
、
分
団
一
本
で

班
を
作
る
こ
と
、
定
数
に
つ
い
て
も
大
字
ご
と

に
考
え
ず
、
分
団
全
体
で
考
え
る
こ
と
な
ど
、

今
ま
で
の
大
字
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
分
団

全
体
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の

安
心
安
全
な
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
村
と
し
て
は
各
分
団
へ
の
運
営
補
助
金
や

第
１
分
団
、
第
３
分
団
に
は
第
２
分
団
の
よ
う

な
拠
点
施
設
の
整
備
が
将
来
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
来
の
統
合
に
向
け

た
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
組
織
改
善
協
議
会
で
の
建
議
内
容
や

実
施
し
た
内
容
、
今
後
計
画
し
て
い
る
内
容

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課
長
か
ら
説
明

し
ま
す
。

　
　

⑤（
吉
田
総
務
課
長
）

　

組
織
改
善
協
議
会
で
の
建
議
内
容
は
、
今
後
、

５
年
後
を
目
途
に

•
部
を
廃
止
し
て
三
分
団
と
す
る

•
年
齢
及
び
在
職
年
数
に
よ
り
定
年
制
を
導
入

　

す
る　

•
消
防
車
両
を
９
台
か
ら
６
台
に
減
車
す
る

•
統
合
に
伴
う
拠
点
施
設
を
整
備
す
る

•
５
年
ご
と
に
協
議
会
を
開
催
し
現
状
を
整
理

　

す
る　

•
Ｏ
Ｂ
消
防
団
員
制
度
の
創
設
や
自
主
防
災
組

　

織
の
充
実
を
図
る　

答
弁

•
準
中
型
免
許
取
得
助
成
制
度
の
創
設

　

な
ど
で
す
。

第
２
分
団
や
第
３
分
団
で
は
、
今
年
度
の
経

過
措
置
と
し
て
合
同
で
活
動
す
る
な
ど
、
分

団
統
合
に
向
け
、
話
し
合
い
し
て
い
た
だ
き
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
を
減
車
し
た
場
合
、
各
大

字
の
負
担
の
あ
り
方
、
拠
点
施
設
の
あ
り
方
な

ど
も
順
次
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
松
本
喬
議
員

　
　

⑥
リ
ビ
ン
グ
シ
フ
ト
促
進
事
業
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
都
市

部
で
の
在
宅
勤
務
者
や
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
委
託
し
村
内
３
ヶ
所
の
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

工
事
自
体
は
完
了
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
現
在
の
入
居
予
定
の
状
況
、
ま
た
今
後

の
課
題
等
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
に
と
っ
て
は
「
画
期
的
な
事
業
」

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
先
も
村
独
自
で

こ
の
事
業
を
継
続
的
に
促
進
し
て
い
く
の
か
、

村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

⑥（
芝
田
村
長
）

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
在
宅
勤
務
の
増
加
や
密
集
し

て
い
る
都
市
部
住
民
で
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
曽
爾
村
が
空
き
家
を
借
り
入

れ
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
移
住
者
を
呼
び
込
む
施
策
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
、
少
子
高
齢
化
を
防
ぐ
と
共
に
村
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、東
京
一
極
集
中
な
ど

都
市
部
の
弊
害
や
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
、地
方

へ
の
流
れ
の
要
請
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
の
働
き

方
改
革
、
新
し
い
生
活
様
式
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後

の
社
会
を
見
据
え
る
と
き
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
比
較
的
交
通
の
便
の
良
い
曽
爾
村
の
よ
う

な
地
方
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
今

後
も
こ
の
事
業
を
現
在
策
定
中
の
「
新
過
疎
法
」

の
計
画
に
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、ま
た
、
空
き
家

対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
入
居
予
定
の
状
況
や
空
き
家

バ
ン
ク
の
実
績
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
長
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　
　

⑥（
細
谷
企
画
課
長
）

　

こ
の
事
業
は
、
県
内
に
事
例
が
な
く
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
所
有
者
の
調
整

や
施
工
方
法
な
ど
、
苦
慮
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

説
明

説
明

し
た
が
、
事
業
繰
越
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
27
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

物
件
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
管
理
を
委
託
し
、
利
用
者
の

入
居
募
集
や
入
退
去
、
家
賃
徴
収
な
ど
の
業
務

も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
集
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日
か
ら
開
始
す

る
予
定
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
者
の
う

ち
45
歳
以
下
17
件
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送

る
と
と
も
に
新
聞
や
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
を
考
え
て
お
り
、
内
覧
会
を
７
月
18
日
、

入
居
開
始
を
８
月
１
日
以
降
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
空
き
家
登
録
件
数
は
９
件
、

空
き
家
の
利
用
希
望
者
登
録
件
数
は
令
和
元
年

度
よ
り
22
件
増
の
43
件
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
田
舎
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の

過
疎
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
お
り
、

国
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

　
　

⑦
過
疎
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

曽
爾
村
の
財
政
確
保
の
た
め
に
最
も
有
効
で

あ
る
地
方
交
付
税
、
そ
の
算
入
に
必
要
な
過
疎

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
本
村
と
し
て
の
基
本
的

な
採
択
基
準
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

本
村
の
予
算
は
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地

方
交
付
税
・
国
庫
補
助
金
・
県
費
補
助
金
等
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

本
年
度
、
過
疎
計
画
の
見
直
し
と
な
り
、
村

民
各
位
の
意
見
を
聴
取
す
る
目
的
で
各
戸
に
案

内
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

「
各
位
の
意
見
は
大
字
要
望
と
し
計
画
書
策
定

に
反
映
さ
せ
る
。」
と
あ
り
、「
な
お
、
意
見
に

つ
い
て
全
て
記
載
で
き
る
こ
と
は
確
約
で
き
か

ね
る
。」「
国
の
過
疎
対
策
事
業
債
（
過
疎
債
）

等
の
財
政
支
援
を
受
け
る
た
め
の
重
要
な
計
画

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
法
改
正
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
を
更
に
推
し
進
め
る
た
め
の
新
た
な
計

画
対
象
事
業
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の
過
疎
計
画

策
定
に
村
民
の
意
見
を
最
大
限
活
用
し
、「
住
み

続
け
た
い
故
郷
曽
爾
村
・
小
さ
く
と
も
光
り
輝

く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ぬ
る
べ
の
郷
曽
爾
村
を
目

指
す
。」
と
い
う
施
政
方
針
に
合
致
し
た
村
づ
く

り
の
過
疎
計
画
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
字
要
望
書
採
択
に
は
、
村
内
各
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
の
な
い
事
業
を
展
開
す
る

た
め
に
、
基
本
的
な
採
択
基
準
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
採
択
基
準
の
設
定
は
さ
れ
て
い
る
の

か
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

⑦（
芝
田
村
長
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
本
年
３

月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き

続
き
過
疎
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
全
会
一
致
の

議
員
立
法
に
よ
り
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」い
わ
ゆ
る「
新

過
疎
法
」
が
成
立
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
、
10
年
間
の
時
限
立

法
と
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
疎
町
村
が
「
新
過
疎
法
」
に
基
づ
く
措
置

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県
が
策

定
す
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
と
協
議
し
た
う
え
で
、
議
会
の

議
決
を
経
て
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
、
市

町
村
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
新
過
疎
計
画
は
、
過
疎
債
を
充
当
し
、

財
源
を
確
保
す
る
た
め
大
変
重
要
な
計
画
で

す
。

　

ま
た
、
今
後
の
村
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
の
た
め
に
は
広
く
住
民
の
皆
様
の
意
見

や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
住
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
各
戸
に
資
料
を
配
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
大
字
か
ら
出
て
き
ま
し
た

要
望
等
に
つ
い
て
は
各
課
で
検
討
す
る
と
と
も

に
採
択
基
準
を
設
け
ず
少
し
で
も
反
映
で
き
る

よ
う
鋭
意
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
過
疎
計
画
で
の
積
み
残
し
や
曽
爾
村

第
４
次
総
合
計
画
（
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
）
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
そ
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
大
字
の
要
望
や
、
各
課

で
把
握
、
検
討
し
て
い
る
事
業
等
を
取
り
ま
と

め
、
計
画
策
定
会
議
を
開
催
し
調
整
、
検
討
等

協
議
を
行
い
、
素
案
、
原
案
を
策
定
し
、
県
と

の
協
議
を
行
い
、
更
に
計
画
策
定
会
議
で
議
論

し
な
が
ら
、
計
画
案
を
策
定
し
、
８
月
の
全
員

協
議
会
で
説
明
を
行
い
、
９
月
議
会
で
議
決
を

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
策
定
さ
れ
た
計

画
は
過
疎
対
策
の
内
容
を
広
く
周
知
す
る
た
め

に
策
定
後
は
公
表
し
ま
す
。

　

計
画
は
、
行
政
全
般
の
事
業
に
わ
た
っ
て
お

り
、
新
過
疎
法
の
目
的
に
合
致
し
た
事
業
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
目
標
、
達
成
状
況
の
評
価
の
記

載
、
産
業
振
興
促
進
事
項
の
記
載
、
他
市
町
村

と
の
連
携
事
項
の
記
載
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
適
合
な
ど
計
画
に
義
務
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
字
や
住
民
の
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
過
疎
債
に
適
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
事
業

等
に
つ
い
て
は
鋭
意
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
適
用
さ
れ
な
い
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
補
助
事
業
や
村
単
独
事
業
に
よ
り
要

望
に
お
応
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い

松本議員

木治議員

問
い

答
弁

答
弁
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し
て
お
り
、
各
大
字
の
自
主
防
災
組
織
も
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
更
に
消
防
団
員
の
獲
得
が

厳
し
く
な
り
、
結
果
、
各
分
団
に
お
い
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
消
防
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
大
字
の

負
担
も
大
き
く
経
済
支
援
も
含
め
更
な
る
改
革

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
村
民

の
み
な
さ
ん
も
今
後
の
消
防
団
運
営
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
大
変
興
味
の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
お
伝
え
し
て
い
く
べ
き
だ
と
も
考

え
ま
す
。

　

現
在
、
建
議
書
に
基
づ
き
改
善
施
策
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
変
更
点
、

課
題
点
、
進
捗
状
況
も
含
め
、
今
後
曽
爾
村
と

し
て
消
防
団
運
営
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
ど
う
い
っ
た
形
で
消
防
団
を
組
織
し
て
い

く
の
か
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

⑤（
芝
田
村
長
）

　

消
防
署
の
創
設
、
若
者
人
口
の
減
少
な
ど
社

会
情
勢
の
変
化
や
消
防
機
材
の
発
達
な
ど
に
よ

り
、
今
後
の
消
防
団
の
体
制
と
運
営
を
考
え
、

平
成
16
年
に
分
団
の
統
合
を
行
い
、
９
分
団
か

ら
３
分
団
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
分
団
の
拠
点
施
設
を
平
成
18
年
に
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

分
団
の
組
織
統
合
は
し
た
も
の
の
、
運
営
自

体
は
以
前
の
９
分
団
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
に
「
曽
爾
村
消
防
団

組
織
改
善
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
消

防
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
31
年
４
月
に
組
織
改
善
協
議
会
か
ら
建
議

書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
建
議

書
に
基
づ
き
計
画
的
に
改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

一
番
重
要
な
の
は
、
各
大
字
の
消
防
団
会
計

を
廃
止
し
、
分
団
の
会
計
を
一
本
化
す
る
こ
と
、

ま
た
大
字
ご
と
の
部
を
な
く
し
、
分
団
一
本
で

班
を
作
る
こ
と
、
定
数
に
つ
い
て
も
大
字
ご
と

に
考
え
ず
、
分
団
全
体
で
考
え
る
こ
と
な
ど
、

今
ま
で
の
大
字
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
分
団

全
体
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の

安
心
安
全
な
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
村
と
し
て
は
各
分
団
へ
の
運
営
補
助
金
や

第
１
分
団
、
第
３
分
団
に
は
第
２
分
団
の
よ
う

な
拠
点
施
設
の
整
備
が
将
来
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
来
の
統
合
に
向
け

た
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
組
織
改
善
協
議
会
で
の
建
議
内
容
や

実
施
し
た
内
容
、
今
後
計
画
し
て
い
る
内
容

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課
長
か
ら
説
明

し
ま
す
。

　
　

⑤（
吉
田
総
務
課
長
）

　

組
織
改
善
協
議
会
で
の
建
議
内
容
は
、
今
後
、

５
年
後
を
目
途
に

•
部
を
廃
止
し
て
三
分
団
と
す
る

•
年
齢
及
び
在
職
年
数
に
よ
り
定
年
制
を
導
入

　

す
る　

•
消
防
車
両
を
９
台
か
ら
６
台
に
減
車
す
る

•
統
合
に
伴
う
拠
点
施
設
を
整
備
す
る

•
５
年
ご
と
に
協
議
会
を
開
催
し
現
状
を
整
理

　

す
る　

•
Ｏ
Ｂ
消
防
団
員
制
度
の
創
設
や
自
主
防
災
組

　

織
の
充
実
を
図
る　

答
弁

•
準
中
型
免
許
取
得
助
成
制
度
の
創
設

　

な
ど
で
す
。

第
２
分
団
や
第
３
分
団
で
は
、
今
年
度
の
経

過
措
置
と
し
て
合
同
で
活
動
す
る
な
ど
、
分

団
統
合
に
向
け
、
話
し
合
い
し
て
い
た
だ
き
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
を
減
車
し
た
場
合
、
各
大

字
の
負
担
の
あ
り
方
、
拠
点
施
設
の
あ
り
方
な

ど
も
順
次
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
松
本
喬
議
員

　
　

⑥
リ
ビ
ン
グ
シ
フ
ト
促
進
事
業
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
都
市

部
で
の
在
宅
勤
務
者
や
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
委
託
し
村
内
３
ヶ
所
の
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

工
事
自
体
は
完
了
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
現
在
の
入
居
予
定
の
状
況
、
ま
た
今
後

の
課
題
等
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
に
と
っ
て
は
「
画
期
的
な
事
業
」

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
先
も
村
独
自
で

こ
の
事
業
を
継
続
的
に
促
進
し
て
い
く
の
か
、

村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

⑥（
芝
田
村
長
）

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
在
宅
勤
務
の
増
加
や
密
集
し

て
い
る
都
市
部
住
民
で
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
曽
爾
村
が
空
き
家
を
借
り
入

れ
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
移
住
者
を
呼
び
込
む
施
策
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
、
少
子
高
齢
化
を
防
ぐ
と
共
に
村
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、東
京
一
極
集
中
な
ど

都
市
部
の
弊
害
や
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
、地
方

へ
の
流
れ
の
要
請
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
の
働
き

方
改
革
、
新
し
い
生
活
様
式
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後

の
社
会
を
見
据
え
る
と
き
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
比
較
的
交
通
の
便
の
良
い
曽
爾
村
の
よ
う

な
地
方
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
今

後
も
こ
の
事
業
を
現
在
策
定
中
の
「
新
過
疎
法
」

の
計
画
に
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、ま
た
、
空
き
家

対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
入
居
予
定
の
状
況
や
空
き
家

バ
ン
ク
の
実
績
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
長
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　
　

⑥（
細
谷
企
画
課
長
）

　

こ
の
事
業
は
、
県
内
に
事
例
が
な
く
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
所
有
者
の
調
整

や
施
工
方
法
な
ど
、
苦
慮
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

説
明

説
明

し
た
が
、
事
業
繰
越
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
27
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

物
件
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
管
理
を
委
託
し
、
利
用
者
の

入
居
募
集
や
入
退
去
、
家
賃
徴
収
な
ど
の
業
務

も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
集
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日
か
ら
開
始
す

る
予
定
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
者
の
う

ち
45
歳
以
下
17
件
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送

る
と
と
も
に
新
聞
や
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
を
考
え
て
お
り
、
内
覧
会
を
７
月
18
日
、

入
居
開
始
を
８
月
１
日
以
降
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
空
き
家
登
録
件
数
は
９
件
、

空
き
家
の
利
用
希
望
者
登
録
件
数
は
令
和
元
年

度
よ
り
22
件
増
の
43
件
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
田
舎
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の

過
疎
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
お
り
、

国
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

　
　

⑦
過
疎
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

曽
爾
村
の
財
政
確
保
の
た
め
に
最
も
有
効
で

あ
る
地
方
交
付
税
、
そ
の
算
入
に
必
要
な
過
疎

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
本
村
と
し
て
の
基
本
的

な
採
択
基
準
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

本
村
の
予
算
は
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地

方
交
付
税
・
国
庫
補
助
金
・
県
費
補
助
金
等
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

本
年
度
、
過
疎
計
画
の
見
直
し
と
な
り
、
村

民
各
位
の
意
見
を
聴
取
す
る
目
的
で
各
戸
に
案

内
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

「
各
位
の
意
見
は
大
字
要
望
と
し
計
画
書
策
定

に
反
映
さ
せ
る
。」
と
あ
り
、「
な
お
、
意
見
に

つ
い
て
全
て
記
載
で
き
る
こ
と
は
確
約
で
き
か

ね
る
。」「
国
の
過
疎
対
策
事
業
債
（
過
疎
債
）

等
の
財
政
支
援
を
受
け
る
た
め
の
重
要
な
計
画

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
法
改
正
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
を
更
に
推
し
進
め
る
た
め
の
新
た
な
計

画
対
象
事
業
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の
過
疎
計
画

策
定
に
村
民
の
意
見
を
最
大
限
活
用
し
、「
住
み

続
け
た
い
故
郷
曽
爾
村
・
小
さ
く
と
も
光
り
輝

く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ぬ
る
べ
の
郷
曽
爾
村
を
目

指
す
。」
と
い
う
施
政
方
針
に
合
致
し
た
村
づ
く

り
の
過
疎
計
画
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
字
要
望
書
採
択
に
は
、
村
内
各
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
の
な
い
事
業
を
展
開
す
る

た
め
に
、
基
本
的
な
採
択
基
準
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
採
択
基
準
の
設
定
は
さ
れ
て
い
る
の

か
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

⑦（
芝
田
村
長
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
本
年
３

月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き

続
き
過
疎
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
全
会
一
致
の

議
員
立
法
に
よ
り
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」い
わ
ゆ
る「
新

過
疎
法
」
が
成
立
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
、
10
年
間
の
時
限
立

法
と
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
疎
町
村
が
「
新
過
疎
法
」
に
基
づ
く
措
置

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県
が
策

定
す
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
と
協
議
し
た
う
え
で
、
議
会
の

議
決
を
経
て
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
、
市

町
村
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
新
過
疎
計
画
は
、
過
疎
債
を
充
当
し
、

財
源
を
確
保
す
る
た
め
大
変
重
要
な
計
画
で

す
。

　

ま
た
、
今
後
の
村
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
の
た
め
に
は
広
く
住
民
の
皆
様
の
意
見

や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
住
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
各
戸
に
資
料
を
配
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
大
字
か
ら
出
て
き
ま
し
た

要
望
等
に
つ
い
て
は
各
課
で
検
討
す
る
と
と
も

に
採
択
基
準
を
設
け
ず
少
し
で
も
反
映
で
き
る

よ
う
鋭
意
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
過
疎
計
画
で
の
積
み
残
し
や
曽
爾
村

第
４
次
総
合
計
画
（
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
）
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
そ
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
大
字
の
要
望
や
、
各
課

で
把
握
、
検
討
し
て
い
る
事
業
等
を
取
り
ま
と

め
、
計
画
策
定
会
議
を
開
催
し
調
整
、
検
討
等

協
議
を
行
い
、
素
案
、
原
案
を
策
定
し
、
県
と

の
協
議
を
行
い
、
更
に
計
画
策
定
会
議
で
議
論

し
な
が
ら
、
計
画
案
を
策
定
し
、
８
月
の
全
員

協
議
会
で
説
明
を
行
い
、
９
月
議
会
で
議
決
を

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
策
定
さ
れ
た
計

画
は
過
疎
対
策
の
内
容
を
広
く
周
知
す
る
た
め

に
策
定
後
は
公
表
し
ま
す
。

　

計
画
は
、
行
政
全
般
の
事
業
に
わ
た
っ
て
お

り
、
新
過
疎
法
の
目
的
に
合
致
し
た
事
業
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
目
標
、
達
成
状
況
の
評
価
の
記

載
、
産
業
振
興
促
進
事
項
の
記
載
、
他
市
町
村

と
の
連
携
事
項
の
記
載
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
適
合
な
ど
計
画
に
義
務
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
字
や
住
民
の
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
過
疎
債
に
適
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
事
業

等
に
つ
い
て
は
鋭
意
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
適
用
さ
れ
な
い
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
補
助
事
業
や
村
単
独
事
業
に
よ
り
要

望
に
お
応
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い

松本議員

木治議員

問
い

答
弁

答
弁
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むらの話題

　去る6月30日、山粕地区にて花いっぱい運動を実施いたしま
した。山粕すずらんの会8名が国道369号線沿いにマリーゴー
ルド1,100株を植えました。花いっぱい運動とは、奈良県が花
苗・肥料などの植栽用品を配布し、道路環境の美化推進を図る
運動です。秋にも、
パンジー1,100株を
植える予定です。

☆じゃがいも掘り☆☆じゃがいも掘り☆
小田薫さんと、田合完さんの畑でじゃがいも
掘りをさせて頂きました。
たくさんのじゃがいもを収穫させてもらい、
子どもたちは大喜びでした。
ありがとうございました！

お問い合わせ  
曽爾村役場　企画課  ☎ 0745-94-2106

令和３年度 第一回花いっぱい運動を実施しました！

曽爾小中学校のページ

Thank you, Daniel-sensei!

iPadを活用した取組紹介②

ダニエル先生と涙のお別れ

ダニエル先生の肉声は→
こちら(8/31まで)

Dropboxというアプリを持っていない方は、
スキャン後、 「ウェブ版の利用を継続」を
タップすると音声が聞けます。

外国語科での利用 ８年生にインタビュー

　曽爾小中学校で３年間、ALT として
勤務されたダニエル先生が、任期満了
のため、７月半ばに帰国されました。外
国語の授業だけでなく、休み時間も子
どもとの時間を大切にし、みんなの人
気者でした。３年間ありがとうございま
した。See you again!

　曽爾小中学校では、一人一台、情報機
器端末（iPad）を活用して、学習に取り組
んでいます。先月は、６年理科の授業の
様子をお伝えしました。 
　今回は、８年外国語科の授業での取組
をお伝えします。下の写真は、iPad と
Apple Pencil を活用して、相手のキャ
ラクターを当てる「Who am I ? ゲーム」
をしている様子です。

iPad を活用したどのような活動が
楽しいですか。

プレゼンテーションソフトを使って、
クイズ等の資料を作ることです。

iPad を使ったゲームアクティビティ
を通して、勉強することです。

　この３年間、手助けをしてくれた曽爾
の皆様に感謝します。曽爾小中学校の
ワンダフルな児童・生徒を教えられると
いうことは、ずっと私の誇りでした。曽
爾は、たくさんの良いものがある美しい
村です。
　曽爾の子どものようなすばらしい児童・
生徒を教えたのは、初めてです。曽爾の
子どもたちはとても力強く、スマートで、
一緒に力を合わせて活動することやお
互いを気遣うことが得意です。ここ曽爾
で過ごした時間を決して忘れません。
いつかまたこの曽爾村に戻ってきます。
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むらの話題

　去る6月30日、山粕地区にて花いっぱい運動を実施いたしま
した。山粕すずらんの会8名が国道369号線沿いにマリーゴー
ルド1,100株を植えました。花いっぱい運動とは、奈良県が花
苗・肥料などの植栽用品を配布し、道路環境の美化推進を図る
運動です。秋にも、
パンジー1,100株を
植える予定です。

☆じゃがいも掘り☆☆じゃがいも掘り☆
小田薫さんと、田合完さんの畑でじゃがいも
掘りをさせて頂きました。
たくさんのじゃがいもを収穫させてもらい、
子どもたちは大喜びでした。
ありがとうございました！

お問い合わせ  
曽爾村役場　企画課  ☎ 0745-94-2106

令和３年度 第一回花いっぱい運動を実施しました！

曽爾小中学校のページ

Thank you, Daniel-sensei!

iPadを活用した取組紹介②

ダニエル先生と涙のお別れ

ダニエル先生の肉声は→
こちら(8/31まで)

Dropboxというアプリを持っていない方は、
スキャン後、 「ウェブ版の利用を継続」を
タップすると音声が聞けます。

外国語科での利用 ８年生にインタビュー

　曽爾小中学校で３年間、ALT として
勤務されたダニエル先生が、任期満了
のため、７月半ばに帰国されました。外
国語の授業だけでなく、休み時間も子
どもとの時間を大切にし、みんなの人
気者でした。３年間ありがとうございま
した。See you again!

　曽爾小中学校では、一人一台、情報機
器端末（iPad）を活用して、学習に取り組
んでいます。先月は、６年理科の授業の
様子をお伝えしました。 
　今回は、８年外国語科の授業での取組
をお伝えします。下の写真は、iPad と
Apple Pencil を活用して、相手のキャ
ラクターを当てる「Who am I ? ゲーム」
をしている様子です。

iPad を活用したどのような活動が
楽しいですか。

プレゼンテーションソフトを使って、
クイズ等の資料を作ることです。

iPad を使ったゲームアクティビティ
を通して、勉強することです。

　この３年間、手助けをしてくれた曽爾
の皆様に感謝します。曽爾小中学校の
ワンダフルな児童・生徒を教えられると
いうことは、ずっと私の誇りでした。曽
爾は、たくさんの良いものがある美しい
村です。
　曽爾の子どものようなすばらしい児童・
生徒を教えたのは、初めてです。曽爾の
子どもたちはとても力強く、スマートで、
一緒に力を合わせて活動することやお
互いを気遣うことが得意です。ここ曽爾
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いつかまたこの曽爾村に戻ってきます。

67 広報  曽爾  令和３年８月号広報  曽爾  令和３年８月号



お知らせ

《 貸出冊数 》 《 貸出期間 》利用
案内

３冊まで

２点まで

２週間

○曽爾村の歴史・地理・風習・伝統文化について書かれたもの
○曽爾村の人物・団体について書かれたもの
○昔のくらしがわかる写真やパンフレット等

ＤＶＤ

本図 書 館 だ よ り

郷土資料寄贈のお願い郷土資料寄贈のお願い

寄附のお礼寄附のお礼

郷土資料を集めています

【日時】
【場所】

８月18日（水）１4時～
曽爾村教育委員会
（２階 多目的室）

新型コロナウイルス感染防止対策のためマスクの着用をお願いい
たします。また当日、発熱等風邪の症状のある方は、ご遠慮ください。

＊注：

＊小学生向けのおはなし会を予定しています。

■村営図書館 〒633-1214　曽爾村大字長野 62番地  ☎ 0745-94-2104
開館時間　午前９時～午後５時　休館日　日曜日・祝日

　「図書館は、図書・記録その他必要な資料を収集・整理・保存して、多くの人に利用していただき
ます。そして教養を深めたり調査研究したりすることを目的とする施設です。」（図書館法第２条）
　そのため図書館は本の貸し出しをするだけではなく、貴重な資料を収集し、保存する役割も
担っています。
　村営図書館では図書館法の趣旨に基づいて、下記のような郷土資料の収集に努めることになり
ました。郷土資料は、時間の経過とともに入手が困難となります。村民の皆様には、貴重な郷土資
料を後世に伝えていくためにも郷土資料収集にご協力をお願いいたします。

　寄贈していただいた郷土資料は大切に保管させていただきます。
そして今後、図書館で展示や、閲覧・資料研究ができるよう整備してまいります。このことが実現す
れば、貴重な資料の発掘・保存に寄与することができるとともに村営図書館の機能の強化にもつ
ながります。

※郷土資料にご協力いただける皆様につきましては、事前に必ず教育委員会までご連絡、ご相談
　下さいますようお願いします。

■曽爾村教育委員会（ 旧曽爾小学校）〒633-1214　曽爾村大字長野62番地　☎ 0745-94-2104

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなくとても便利です。
　また、保険料を引き落とさせていただくことにより、２年前納で 15,850 円、１年前納で 4,180 円、６カ月
前納で 1,130 円の割引となり、大変お得です。（割引額は令和 3 年度のものです。）
　口座振替の引落方法は、

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約300の幅広い
授業科目があり、1 科目から学ぶことができます。

◎放送大学は、2021 年度第 2 学期の学生を募集しています。

曽爾村に所縁のある愛知県名古屋市在住の山本康裕さまより、村
の発展のために600万円のご寄附をいただきました。村に貢献いただ
いたご厚意に対し、去る６月28日に役場応接室において、感謝状授与
式を執り行いました。

■ 2年分の前納（4月～翌々年3月分）　　■ 1年分の前納（4月～翌年3月分）
■ 6カ月分の前納（4月～9月分、10月～翌年3月分）
■ 毎月（早割）※納付期限よりも1カ月早く振替　　■ 毎月（割引なし）

　の５種類から選んでお申し込みいただくことができます。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関、
桜井年金事務所（☎0744‒42‒0033）または曽爾村役場住民生活課（☎0745‒94‒2102）へお申し出
ください。
   ※６カ月前納（10月～翌年 3月分）をご希望の場合は、令和３年８月末日までにお申し込みください。
　　（令和４年度の６か月（4 月～ 9 月）・１年前納・２年前納をご希望の場合は、令和４年２月末日まで
　　にお申し込みください）

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

放送大学　１０月生募集のお知らせ

１ 2

3

4 5

ゆかり やすひろ

　感謝状を村長から手渡された山本さまは、「私の先祖がお世話になった曽爾村で、村の発展の
ためにお使いいただければ幸いです」と、昔の曽爾村のことを懐かしみながら思いを語っていた
だきました。
　紙面をもって、改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

出願期間

9月14日まで

お問い合わせ  放送大学奈良学習センター  ☎ 0742-20-7870

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

基本の技と見せ方をわかりやすく丁寧に解説しています。
ちょっと描いてみたい、そんな気持ちになれるシリーズです。

視覚デザイン研究所

「見てすぐ描ける水彩スケッチ」
「見てすぐ描ける動物スケッチ」
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（２階 多目的室）
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たします。また当日、発熱等風邪の症状のある方は、ご遠慮ください。

＊注：
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開館時間　午前９時～午後５時　休館日　日曜日・祝日
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　そのため図書館は本の貸し出しをするだけではなく、貴重な資料を収集し、保存する役割も
担っています。
　村営図書館では図書館法の趣旨に基づいて、下記のような郷土資料の収集に努めることになり
ました。郷土資料は、時間の経過とともに入手が困難となります。村民の皆様には、貴重な郷土資
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そして今後、図書館で展示や、閲覧・資料研究ができるよう整備してまいります。このことが実現す
れば、貴重な資料の発掘・保存に寄与することができるとともに村営図書館の機能の強化にもつ
ながります。

※郷土資料にご協力いただける皆様につきましては、事前に必ず教育委員会までご連絡、ご相談
　下さいますようお願いします。
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　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約300の幅広い
授業科目があり、1 科目から学ぶことができます。

◎放送大学は、2021 年度第 2 学期の学生を募集しています。

曽爾村に所縁のある愛知県名古屋市在住の山本康裕さまより、村
の発展のために600万円のご寄附をいただきました。村に貢献いただ
いたご厚意に対し、去る６月28日に役場応接室において、感謝状授与
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　の５種類から選んでお申し込みいただくことができます。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関、
桜井年金事務所（☎0744‒42‒0033）または曽爾村役場住民生活課（☎0745‒94‒2102）へお申し出
ください。
   ※６カ月前納（10月～翌年 3月分）をご希望の場合は、令和３年８月末日までにお申し込みください。
　　（令和４年度の６か月（4 月～ 9 月）・１年前納・２年前納をご希望の場合は、令和４年２月末日まで
　　にお申し込みください）

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

放送大学　１０月生募集のお知らせ
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ゆかり やすひろ

　感謝状を村長から手渡された山本さまは、「私の先祖がお世話になった曽爾村で、村の発展の
ためにお使いいただければ幸いです」と、昔の曽爾村のことを懐かしみながら思いを語っていた
だきました。
　紙面をもって、改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

出願期間

9月14日まで

お問い合わせ  放送大学奈良学習センター  ☎ 0742-20-7870
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一度に多くの品目を回収しますので、的確に分別し、収集場所の
お間違いのないようお願いします。

蛍光灯・乾電池・陶器・ガラス等の
収集について

回  収  日

集積場所

出  し  方

そ  の  他

品 目

令和３年８月７日（土）
※前日の６日（金）に収集場所に出してください。

不燃物収集場所（かん・びんと同じ）

収集場所に、品目ごとに分別し、蛍光灯、乾電池など袋
に入れられるものは破れにくい袋に入れ、入らない物
はひもで縛るなどして出してください。
・ボタン電池はテープで絶縁して出して下さい。
・割れていない蛍光灯は紙などで包んで出して下さい。

・業者の方は、自己責任により適切に処理してください。
・自動車のバッテリーは回収できません。

日 時

場 所

内 容

令和３年８月２９日（日） 午前９時～２時間程度
役場正面玄関前　※午前９時集合
村内国道・県道沿いのゴミ、空き缶拾い等の清掃

•事前申込みは不要です。当日集合時間にお集まりください。
•火箸、ゴミ袋は用意しますが、軍手などは各自ご持参ください。
•軽トラックをお持ちの方は、できるだけ軽トラックでご参加ください。
•大雨、強風の場合は中止とし、午前８時頃、防災無線にて放送します。※小雨決行

蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、
電球、乾電池、割れた蛍光灯、
割れた電球、水銀体温計、陶器、
板ガラス、割れたガラス

お問い合わせ  曽爾村役場　住民生活課  ☎ 0745-94-2102

お問い合わせ  曽爾村役場　企画課  ☎ 0745-94-2106

　美しい郷土づくりを推進し、住みよいきれいな曽爾村を守るため、清掃活動に参加しませんか。

クリーンアップ なら キャンペーンｉｎ曽爾２０２１

　令和３年６月24日（木）、大字役員（自主防災組織）を対象に、前半は避難情報の変更点、避難行動に
ついて説明を行い、後半はスマートフォンを使用しながら災害情報が取得できるウェブサイトの紹介や情報の
取得を行っていただきました。
　参加者に記入いただきましたアンケートの集計結果につきましては、各大字に報告し、今後の自主防災活動
や防災訓練の実施に役立てていただきたいと思います。

アンケート集計結果（抜粋）

■防災訓練の内容について改善点やご提案
•一斉避難訓練、救急法の教育が必要である。
•自主防災に重点を置いた訓練が必要である。
•自主防災の訓練を含め、誰がどう行動をとれば良いのか、議論し、
　いつやってくるかわからない災害に備えるべきである。

■ご意見・ご感想

URL   https://www.udaeisei.jp/

•パソコンやスマートフォンなどの利用は大変大事だと思いますが、機器が苦手な方や持っていない人も
　いるので十分、防災情報を伝えていただければありがたい。
•防災情報が誰にでも見られるのが良い。　•デジタル化は今後も必要であると思う。

令和３年度曽爾村防災訓練の実施報告について

　災害に強い安全・安心な村づくりの一環として住宅の耐震化を促進するため、『既存木造住宅耐震診断
事業』『既存木造住宅耐震改修事業』を実施しています。
　『耐震診断』については、耐震化を促進するための第一歩となります。村では無料で実施し、耐震化の
促進を図っていきますので、この機会に是非ご検討下さい。

　組合の紹介・組合議会・情報公開（予算・決算）・
入札関連のページがあります。

※各事業につきましては、事前に必要な手続き等がありますので、実施を希望される場合は、下記窓口まで
　ご相談下さい。

『既存木造住宅耐震診断事業』及び『既存木造住宅耐震改修事業』を実施します

お問い合わせ  曽爾村役場　総務課  ☎ 0745-94-2101 （内線 222）

１. 『既存木造住宅
　　耐震診断事業』

２. 『既存木造住宅
　　耐震改修事業』

事  

業  

概  

要

募集時期

村から耐震診断員を派遣し、無料で耐震診断を実施します。
（対象住宅）※以下の要件を全て満たすこと
　①昭和５６年５月３１日以前に着工され、居住している木造住宅
　②延べ床面積概ね２５０㎡以下のもの　③階数が２以下のもの（地階は除く。）

所有者が耐震診断を受けた木造住宅の耐震改修工事を実施した場合、工事費の
５分の４（上限１００万円まで）の補助金を交付します。
但し改修工事費が５０万円以下の場合は補助金の交付はありません。
（対象住宅）耐震診断を受けた木造住宅

募集受付期間は令和３年８月２日～９月３０日とします。

費用：無料

募集件数：３件（先着順）

募集件数：１件（先着順）

宇陀衛生一部事務組合のホームページを開設しました

スマートフォンにも対応していますので
ぜひご覧ください。
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　新型コロナウイルスの感染拡大の状況等を考慮し、昨年に引き続き中止となりました。
　ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

７月に送付済みの緑色の
受診券が必要です。
「後期高齢者医療保険証」
または「国民健康保険税
通知書」に同封していま
すので、ご確認下さい。

保健福祉課

令和３年度 へき地巡回診療中止のお知らせ

医療機関で受けられる「個別検診」が始まります！

検診の種類 対  象 費  用 医療機関 受診方法

8月から次の個別検診が始まります。希望される方は直接医療機関へご予約ください。

特定健診

後期高齢者
健診

子宮がん検診

歯周病検診

40歳以上の
国保加入者

後期高齢者医療
加入者

曽爾村診療所等
奈良県内の医療機関

宇陀市立病院
済生会中和病院
グランソール奈良

奈良県内の医療機関

曽爾村診療所

40歳以上の女性

20歳以上の女性

今年度
40歳、50歳、60歳、
70歳になられる方

1,000円

無  料

500円

乳がん検診 1,500円～
    2,000円

2,000円～
    3,500円

梅雨も明け、ついに夏本番を迎えましたね。
夏バテをされている方も多いのではないでしょうか。
先月に引き続き、暑い夏を乗り越えるためにも旬を迎えている夏野菜を紹介いたします。

　ピーマンの繊維は縦に並んでい
るので、縦切りにして調理すると栄
養価が高くとれます。
　また、ピーマンに含まれるβカロ
テンは、油で炒めると体内での吸収
が高まります。炒めればかさも減る
ので、効率よく栄養がとれ、さらに
独特の苦味も軽減されます。

　ビタミンCが豊富で、トマトの約5倍含ま
れています。ビタミンCには紫外線による
メラニンの生成を抑える効果があります。
タンパク質・鉄分を一緒に摂ることで美肌
効果も期待出来ます。さらに、βカロテン、
細胞の老化を防ぐ働きのあるビタミンE、
カリウムなども含み、栄養価満点です。

また、血液をさらさらにし、脳梗塞や心筋梗塞の予防に効果
があるといわれる、ファイトケミカルのひとつ、ピラジンにも
注目です。

ピーマン 栄養満点ポイント

保健福祉課　保健師

お問い合わせ  曽爾村役場　保健福祉課  ☎ 0745-94-2103

＊

申し込みされた方には
７月下旬に「受診票」を
送付しています。

＊

申し込みされていない方
でご希望の方は保健福祉
課へご連絡下さい。

＊

対象者には案内はがきを
送付しています。

＊

お問い合わせ　奈良県保育人材バンク　
　　　　　　　☎ 0744-29-0160  FAX 0744-29-6114

お問い合わせ　関西電気保安協会　奈良支店　☎ 0742-32-1371

「子育ての仕事就職フェア ２０２１」開催について

対 象 と き

ところ

子育ての仕事に就職または転職希望の方
子育ての仕事に関心のある方
保育士、放課後児童支援員をめざしている方

内 容

費 用

奈良県の子育ての職場の合同求人説明会です。
●出展事業所による「未来の職場プレゼンタイム」●子育ての施設・事業所との面談コーナー
●保育・放課後児童クラブの仕事相談コーナー　　●ハローワーク相談コーナー
参加料無料（事前申込不要・履歴書不要・入退場自由）

「就職バックアップセミナー」 １０時３０分～１２時００分　※要申込
「未来の職場プレゼンタイム・魅力ワクワク・ブースで面談」 １３時００分～１５時３０分

８月２９日（日）
１０時３０分～１５時３０分
ミ・ナーラ　特設会場

奈良県保育人材バンク

　奈良県では、「奈良県フォレスター」（市町村において、長期間、同一の森林に関する
行政事務を担う奈良県職員）となる職員（森林管理職）を採用するための試験を実施します。

　採用試験の詳しい情報は、奈良県人事委員会事務局の HP（http://www.pref.nara.jp/9723.htm）から
ご確認ください。

昭和56年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた人

　　　　　　令和３年８月17日（火）午前9時～８月31日（火）正午
　　　　　　令和３年9月26日（日）
この試験に合格し、採用された方は、県職員として奈良県フォレスターアカデミーに入
学し、２年間のフォレスター学科における教育を経て、卒業後に「奈良県フォレスター」
に任命される予定です。

①受 験 資 格

②試験日程等

③そ の 他

令和３年度奈良県職員採用Ⅱ種試験（森林管理職）について

申 込 期 間
第一次試験

　ふとした接触による感電や、ショート（短絡）や接続
不完全（接触不良）による火災のおそれがあります。
　取り替えもしくは改修を依頼しましょう。

　電気は日常生活や経済活動などにとって、欠かせないエネルギーとなっ
ています。しかし、電気は便利な反面、使い方を誤るとたいへん危険です。
日頃から電気の使用安全を心がけましょう。
　関西電気保安協会をはじめ電気関係団体では経済産業省主唱のもと、
８月を「電気使用安全月間」と定め、電気使用安全を呼びかける運動
を全国一斉に行っています。皆さまもぜひこの機会に、ご家庭などで電
気を安全に使用しているか見直してみてください。

電気は常に安全を心がけ、ムダなく使いましょう

破損個所は取替えましょう
コンセント

プラグ

８月は電気使用安全月間です
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推薦のみ成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が
推薦できる者

　職員の給与について広く村民のみなさんに知っていただきご理解を得るために、次のとおり概要版を公
表します。

曽爾村職員の給与を公表します

▼人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費等を含みます。

31年度 1,427 人 2,953,572千円 411,668千円58,014千円 17.9％13.9％

区　分 歳出額 (A) 実質収支額 人件費 (B)住民基本台帳人口
（R2年 1月1日）

人件費率
(B/A)

経験年数
10年まで

経験年数
25年まで

経験年数
30年まで

（参考）30年度
人件費率

▼職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　２．職員数は平成31年4月1日現在です。

（注）

31年度 38人 147,506千円 37,978千円 53,449千円 238,933千円 6,288千円

区　分 給　料 職員手当 期末・勤勉手当
給　　　与　　　費

計（B）
職員数
（A）

（参考）１人当たりの
給与費 (B/A)

▼職員の平均給料月額及び平均年齢（令和２年４月１日現在）

曽爾村
国

280,800 円
327,564 円

38.4 歳
43.2 歳

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職

▼一般行政職の級別職員数(令和2年4月1日現在)

標準的な職務内容
職員数
構成比

課長補佐
7人
20.0％

主  任
6人
17.1％

主  事
10人
28.6％

主事補
4人
11.4％

課長･主幹
8人
22.9％

区　分 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

一般行政職

▼職員の初任給の状況(令和2年4月1日現在)

大学卒
高校卒

給 

料

報 

酬

182,200 円
150,600 円

同じ
同じ

区　　分

区　　分 期末手当

曽爾村 国

一般行政職

▼職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(令和2年4月1日現在)

大学卒
高校卒

235,733 円
     －円

345,350 円
335,250 円

－円
－円

612,000 円
522,000 円
432,000 円
210,000 円
166,000 円
158,000 円

村 長
副村長
教育長
議 長
副議長
議　員

支給割合
3.40 月分

役職加算 20％

区　　分

▼特別職の報酬等の状況(令和2年4月1日現在)

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退
職
手
当

区分 区 分

扶養手当

住居手当

通勤手当

曽　　　爾　　　村 内　容（月 額）
支給月 期末手当 勤勉手当

国

1.90 月分
配偶者 6,500 円

交通機関利用
自家用車使用
（2km未満）未支給
（2km以上）

借家

満 16～ 22歳の間にある子

上限 55,000 円

2,000 円～ 31,600 円

上限 28,000 円
１人につき5,000 円を加算

扶養親族 1人につき
子　　 10,000 円

           子以外   6,500 円

同 じ

同 じ

同 じ

役職加算
5～ 20％

役職加算
5～10％

6月12月

支給率

2.60 月分

応募認定･定年自己都合
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

24.58688月分
33.27075月分
47.709  月分
47.709  月分

19.670月分
28.040月分
39.758月分
47.709月分

定年前早期退職特例措置
  2 ～ 45％加算

▼職員の手当の状況(令和2年4月1日現在)

経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して
いる場合は、採用後の年数をいうものです。
 「－」は該当する職員がいません。

詳しくは、自衛隊天理募集案内所までお問い合わせください。    ☎ 0743-63-2540
ホームページ：https://www.mod.go.jp/pco/nara     e-mail ：tenrisyo01@rct.gsdf.mod.go.jp

自　衛　官　等　募　集　案　内

種　　目 資　　　格 受 付 期 間

自衛官候補生 18歳以上33歳未満

高卒（見込含）21歳未満

９月18日筆記試験
９月23日又は30日
身体検査及び口述試験

９月25日・26日

１次：９月25日
２次：10月30日・31日

【推　薦】
９月５日～１０日

【総合選抜】
９月５日～１０日

随 時

防衛大学校学生

１次：11月６日・７日
２次：12月８日～12日（内１日）

【一般】
７月１日～１０月27日

試　験　期　日

　奈良県広域消防組合では、令和４年４月１日採用予定の消防職員を募集します。 

①募 集 区 分
②募集案内詳細について

③お問い合わせ

（高校区分）
　　　　令和３年７月下旬ホームページにて掲載予定
　　　 　（URL   http://www.naraksk119.jp）
橿原市慈明寺町149番地の３
奈良県広域消防組合消防本部 人事企画課 人事係　
☎ 0744-20-1119

１．

２．

３．

４．

５．

６．

令和3年度奈良県警察官（第２回）採用試験情報

教養試験・論（作）文試験：９月１９日（日）
体力試験・口述試験：１０月９日（土）、１０日（日）のうち指定する１日
警察官（大 卒 区 分）：男性 20 人程度、女性３人程度
警察官（大卒区分以外）：男性 28 人程度、女性４人程度

警察官（大 卒 区 分）：昭和 63年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期
　　　　　　　　　　   大学を除く）を卒業した人又は令和４年３月末日までに卒業見込みの人
警察官（大卒区分以外）：大卒区分資格者以外の人

○郵送（簡易書留で）
○持参（直接下記受験申込先へ）：７月２日（金）～８月20日（金）
○インターネット（県警ホームページから）：７月２日（金）～８月16日（月）

上記以外に、特別区分（サイバー捜査官）による採用試験を
実施します。詳しくは上記お問い合わせ・受験申込先まで
お問い合わせください。

奈良県警察本部警務課採用係
〒630-8578　奈良市登大路町８０番地
　　0120-351-204（採用フリーダイヤル）
URL  https://www.police.pref.nara.jp/

第１次試験日

採用予定人員

受 験 資 格

受 付 期 間

そ の 他

お問い合わせ・受験申込先

令和３年度奈良県広域消防組合消防職員採用募集案内【後期】
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推薦のみ成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が
推薦できる者

　職員の給与について広く村民のみなさんに知っていただきご理解を得るために、次のとおり概要版を公
表します。

曽爾村職員の給与を公表します

▼人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費等を含みます。

31年度 1,427 人 2,953,572千円 411,668千円58,014千円 17.9％13.9％

区　分 歳出額 (A) 実質収支額 人件費 (B)住民基本台帳人口
（R2年 1月1日）

人件費率
(B/A)

経験年数
10年まで

経験年数
25年まで

経験年数
30年まで

（参考）30年度
人件費率

▼職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　２．職員数は平成31年4月1日現在です。

（注）

31年度 38人 147,506千円 37,978千円 53,449千円 238,933千円 6,288千円

区　分 給　料 職員手当 期末・勤勉手当
給　　　与　　　費

計（B）
職員数
（A）

（参考）１人当たりの
給与費 (B/A)

▼職員の平均給料月額及び平均年齢（令和２年４月１日現在）

曽爾村
国

280,800 円
327,564 円

38.4 歳
43.2 歳

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職

▼一般行政職の級別職員数(令和2年4月1日現在)

標準的な職務内容
職員数
構成比

課長補佐
7人
20.0％

主  任
6人
17.1％

主  事
10人
28.6％

主事補
4人
11.4％

課長･主幹
8人
22.9％

区　分 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

一般行政職

▼職員の初任給の状況(令和2年4月1日現在)

大学卒
高校卒

給 

料

報 

酬

182,200 円
150,600 円

同じ
同じ

区　　分

区　　分 期末手当

曽爾村 国

一般行政職

▼職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(令和2年4月1日現在)

大学卒
高校卒

235,733 円
     －円

345,350 円
335,250 円

－円
－円

612,000 円
522,000 円
432,000 円
210,000 円
166,000 円
158,000 円

村 長
副村長
教育長
議 長
副議長
議　員

支給割合
3.40 月分

役職加算 20％

区　　分

▼特別職の報酬等の状況(令和2年4月1日現在)

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退
職
手
当

区分 区 分

扶養手当

住居手当

通勤手当

曽　　　爾　　　村 内　容（月 額）
支給月 期末手当 勤勉手当

国

1.90 月分
配偶者 6,500 円

交通機関利用
自家用車使用
（2km未満）未支給
（2km以上）

借家

満 16～ 22歳の間にある子

上限 55,000 円

2,000 円～ 31,600 円

上限 28,000 円
１人につき5,000 円を加算

扶養親族 1人につき
子　　 10,000 円

           子以外   6,500 円

同 じ

同 じ

同 じ

役職加算
5～ 20％

役職加算
5～10％

6月12月

支給率

2.60 月分

応募認定･定年自己都合
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

24.58688月分
33.27075月分
47.709  月分
47.709  月分

19.670月分
28.040月分
39.758月分
47.709月分

定年前早期退職特例措置
  2 ～ 45％加算

▼職員の手当の状況(令和2年4月1日現在)

経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して
いる場合は、採用後の年数をいうものです。
 「－」は該当する職員がいません。

詳しくは、自衛隊天理募集案内所までお問い合わせください。    ☎ 0743-63-2540
ホームページ：https://www.mod.go.jp/pco/nara     e-mail ：tenrisyo01@rct.gsdf.mod.go.jp

自　衛　官　等　募　集　案　内

種　　目 資　　　格 受 付 期 間

自衛官候補生 18歳以上33歳未満

高卒（見込含）21歳未満

９月18日筆記試験
９月23日又は30日
身体検査及び口述試験

９月25日・26日

１次：９月25日
２次：10月30日・31日

【推　薦】
９月５日～１０日

【総合選抜】
９月５日～１０日

随 時

防衛大学校学生

１次：11月６日・７日
２次：12月８日～12日（内１日）

【一般】
７月１日～１０月27日

試　験　期　日

　奈良県広域消防組合では、令和４年４月１日採用予定の消防職員を募集します。 

①募 集 区 分
②募集案内詳細について

③お問い合わせ

（高校区分）
　　　　令和３年７月下旬ホームページにて掲載予定
　　　 　（URL   http://www.naraksk119.jp）
橿原市慈明寺町149番地の３
奈良県広域消防組合消防本部 人事企画課 人事係　
☎ 0744-20-1119

１．

２．

３．

４．

５．

６．

令和3年度奈良県警察官（第２回）採用試験情報

教養試験・論（作）文試験：９月１９日（日）
体力試験・口述試験：１０月９日（土）、１０日（日）のうち指定する１日
警察官（大 卒 区 分）：男性 20 人程度、女性３人程度
警察官（大卒区分以外）：男性 28 人程度、女性４人程度

警察官（大 卒 区 分）：昭和 63年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期
　　　　　　　　　　   大学を除く）を卒業した人又は令和４年３月末日までに卒業見込みの人
警察官（大卒区分以外）：大卒区分資格者以外の人

○郵送（簡易書留で）
○持参（直接下記受験申込先へ）：７月２日（金）～８月20日（金）
○インターネット（県警ホームページから）：７月２日（金）～８月16日（月）

上記以外に、特別区分（サイバー捜査官）による採用試験を
実施します。詳しくは上記お問い合わせ・受験申込先まで
お問い合わせください。

奈良県警察本部警務課採用係
〒630-8578　奈良市登大路町８０番地
　　0120-351-204（採用フリーダイヤル）
URL  https://www.police.pref.nara.jp/

第１次試験日

採用予定人員

受 験 資 格

受 付 期 間

そ の 他

お問い合わせ・受験申込先

令和３年度奈良県広域消防組合消防職員採用募集案内【後期】

1415 広報  曽爾  令和３年８月号広報  曽爾  令和３年８月号



議会だより…………………………………………… P2

むらの話題…………………………………………… P6
じゃがいも掘り、令和3年度第一回花いっぱい運動を実
施しました！、曽爾小中学校のページ、図書館だより ほか

知らせ……………………………………………… P9

んなの広場…………………………………………P1666
けん事業予定表 ほか

民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです、放送
学１０月生募集のお知らせ、蛍光灯・乾電池・陶器・ガラ
等の収集について ほか

みみみみみんんんんんんんんんんな 広場場なななな 広広のの
ほけん事業予定表（８月）

事業名 実施日 時間 対象者 場所・内容等

８月20日（金）のびのび広場

新型コロナ
ウイルス
ワクチン
予防接種

未入園児と
保護者

16歳以上の
希望される方

※予約制です。指定された日時に
　お越し下さい。

10：00～
　11：00

９:00～
　  12:00
13:00～
　  16:00

○場所：曽爾保育園
○内容：夏に気をつけることなど
○スタッフ：保育士、保健師

８月25日（水）食生活改善
推進員会

食生活改善
推進員

9：30～
　11：00

○場所：曽爾村振興センター
○内容：学習会「こどものおやつ」
○講師：奥田 のぶ子栄養士

８月19日（木）健康
ウオーキング どなたでもOK９：00集合

○集合場所：曽爾村役場
○行き先：布引の滝から落合まで

○場所：旧下曽爾小学校体育館
○持ち物：接種券、予診票、
　　　　 健康保険証、案内通知

善  意  寄  附  金

８月  ２日(月)

13日(金)

30日(月)

休 診
休 診
休 診

午 前

【医科】

曽爾村国民健康保険診療所

午 後

８月診療変更のお知らせ

ご結婚おめでとうございます

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます

曽爾村ぬるべの郷夏まつりの中止について

医師都合により、下記のとおり休診となります。

【歯科】歯科医師都合により、８月12日（木）～17日（火）
は休診となります。

通常どおりの診療

休 診
通常どおりの診療

令和３年８月１日発行
（通巻 598 号）

（令和３年７月１日現在）

（令和３年７月１日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　大字今井 495-1
TEL  0745-94-2101
FAX 　　 94-2066
●印刷
　株式会社アイプリコム
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　（第207世、第208世
　東大寺別当）

1,391人
（＋4 ）

（＋1 ）

（＋3 ）

（＋4 ）
世帯数 686世帯

大字別の人口・世帯数
人口
175

107

167

121

187

90

119

99

326

（±0）

（＋1）

（±0）

（±0）

（±0）

（＋2）

（±0）

（±0）

（＋1）

97

56

80

49

89

47

53

56

159

（±0）

（＋1）

（±0）

（±0）

（±0）

（＋2）

（±0）

（±0）

（＋1）

世帯
山　粕

　掛

長　野

小長尾

今　井

塩　井

　葛

太良路

伊賀見

644人

747人

人口

男

女

８月号

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）
カラオケ
手 芸
陶 芸
舞 踊

第1・第3
月1回
第4
第2・第4

㊍
㊎
㊌
㊋

７月３日
７月５日

７月７日

大字掛
大字伊賀見

平畠勇次郎
内田　孝志

さん
さん
（94歳）
（70歳）

13:00～
　  15:00
（受付時間）

８月６日（金）
     ７日（土）

８月９日（月・休）

乳がん・
子宮がん検診

乳がん
40歳以上の女性
子宮がん
20歳以上の女性
 ただし昨年受けて
 いない方

○場所：老人福祉センター
※申し込まれた方には案内通知、
　問診票を送付しています。

※雨天の場合は中止です。
※暑さ対策を各自お願いします。

（ ）

真帆の笑顔が私たちの一番の宝物です！
父・母・ばぁば・ひぃばぁより

大
字
今
井

石
之
真
帆
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
８
月
18
日
生

ま  

ほ

大字塩井
横 浜 市

田中　岐翔さん
竹澤　葉子 さん

◯亡父　勇次郎さんの生前のご厚情に対し
　平畠　廣道さんより　金一封
◯亡弟　孝志さんの生前のご厚情に対し
　内田　忠博さんより　金一封
尊い善意をお寄せくださいまして、
誠にありがとうございました。
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そ に

令広報曽爾　２０２1年（令

　令和３年8月14日に予定しておりました曽爾村ぬる
べの郷夏まつりは、新型コロナウイルスの感染拡大の
影響を鑑み、中止とさせていただくこととなりました。
多くの方が楽しみにされていたと思いますがご理解ご
協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ　曽爾村夏まつり実行委員会事務局
　　　　　　　（曽爾村役場  企画課内）　☎ 0745-94-2106

お知

みん
ほけ

国民
大学
ス等花いっぱい運動の一環として、７月５日に学童保育で

マリーゴールドを植えました。一人一人が役割を持ち、
みんなで力を合わせて綺麗に植えることができました。

学童保育で花いっぱい運動
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